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DATA

事業収益の状況

2018.3

数字でみる
タウンカフェの１年
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

  13年目の活動を支えた時間
(2017.10 ～ 2018.9)

ボランティア活動時間
738.5時間　合計

港南台テント村
 開催 1回
 出店数 92店
  （フリーマーケット出店数/キッズフリマ含む）

 
視察•研修講師
38回

 

・サポーター法人
㈱SUISHAYA
㈱せんざん
㈱住宅リフォーム神奈川
・サポーター個人
川崎治美、関水さやか、杉山厚子、林田典
子、篠崎桂子、野口幸子、川嶋庸子、相場
正史、村田尚子、柴田仁夫、村上佳江、高
嶋賢一、杉浦眞知子、佐藤大伍、小林秀徳、
渡辺ひとみ、大塚宏、藤井照子、西村淳一、
匿名希望3名 (順不同・敬称略 )　
＊2018年度 (2018.12末現在まで )のご登録

タウンカフェサポーターのみなさま                  　　市民や団体が主体的に取り組む、
　　　　　　公益性の高い港南台タウンフェ
　　　　　　の活動や事業を支えるため、運
営の資金的支援をお願いしています。
■費用の使途：
市民レポーター養成 /ふ～のんや便りの発行 /
地域情報サイト「こうなんだい e-town」運営 /
人材育成研修など
■サポート費用　一口 1,000 円 ( 年間 )　
＊複数口も歓迎＊団体・企業は 10 口以上でお
願いしています。☆別途資料があります。
詳細はお問い合わせ下さい。

●運営
　・株式会社イータウン
　・横浜港南台商店会　
　・まちづくりフォーラム港南
　3団体が連携協力して港南台タウンカフェ事業
　運営を行うとともに、事務所をタウンカフェ内に
　設置して、地域交流・地域活性化活動を実践。
●面積 72.73㎡（約22坪）
●開設 2005年10月15日
●事業 小箱ショップ/カフェサロン/貸しスペー
　ス/貸しギャラリー/情報発信/まちの事務局機能
　/港南台テント村などのイベント企画運営/タウ
　ンシェフ養成（人材育成）

●運営スタッフ
　・有償スタッフ　　       6名
　・ボランティアスタッフ　約12名登録

●港南台タウンカフェ運営コスト
　年間事業高：15,520,566円  （2017年度売上）
　 内訳
　 ・補助金         ：1,460,000円 
        (港南区民活動支援センターブランチ事業）　 
　 ・サポーター ：  760,000円
　       （2017年度タウンカフェサポーター）

港南台タウンカフェは民設民営の自主的な事業と
してまちづくり活動を行っています。行政からの補
助金は全体の約10%程度で、自立的な運営を目指

しています。最近では地元の市民・事業者からのご
寄付（サポーター制度）も増えてきています。

活動を支えて下さりありがとうございました☆

港南台タウンカフェ
1３年目のあゆみ

2017.10－2018.9

⼩箱ショップハンドメイドの雑貨やアクセサ
リー、布小物などが、壁一面にず
らりと並ぶ。今年もたくさんの素
敵な作品が楽しませてくれまし
た。はじめて出店される作家さん
がたくさん仲間入りしました。

写真や絵画展、手作り品の販売会や市民活動のPRなど、表現活動・情報発信の場として活用していただきました。

ギャラリー
手作りのウォールポケット
では、子育てやイベント・
ボランティア情報など、ポ
ケットに入りきらないほど
の情報をたくさんお届け！

ウォールポケット

全国の小さなまちやむらの魅力

を再発見してお伝えする、特産

品のコーナー。大人気のえごま

ドレッシングや福島のジャム、

陸前高田のお味噌や、大槌の海

産物など好評です

特産品コーナー
お茶を飲むだけでな

く、話し合

いや研修、小箱スク
エアと呼ば

れる手づくり教室、
セミナー勉

強会などにご利用い
ただきまし

た。

カフェサロン

REPORT

収入　15,520,566 円

（2017年度）

支出　13,639,171 円



1800個
たまごキャンドル

【2017年】
10/15 港南台タウンカフェ12周年パーティー
10/18 視察：ソーシャルビジネスと日系団体管理運営：
公益財団法人海外日系人協会（ブラジル・アルゼンチン）
10/24 くまヨコ大槌ツアー報告会
11/2 現場視察会02～地域連携と協働
11/7 港南区まちゼミ開催
10/12 大槌まちづくり人研修受入れ＠横浜
11/16 視察：韓国ソーシャルビジネス
11/18 視察見学：法政大学名和田教授授業
12/5 クリスマスギャラリー展示開始
12/7 現場視察会03～人材発掘と巻き込み

12/8 公文国際学園ポスタビ取材受入れ
12/20 取材：ヨコハマNow!

【2018年】
1/5 視察見学：四日市市
2/1 港南台第一中学校職業体験
2/6 視察：埼玉県北本市
2/8 第4回港南台ちょい呑みフェスティバル

2/10 視察：緑区区民活動支援センター＠新川崎
2/11 講師：泉区担い手発掘育成
2/15 現場視察会04
2/18 港南台地域元気フォーラム
2/19 講師：小田原市01
2/24 講演：宇都宮市
2/28 視察ヒアリング：エリアマネジメント
3/4 拡大スタッフ会議：5年後を考える
3/13 講師：小田原市02
3/25 にちようマルシェ
4/18 貸し切り利用：ビジネス交流会開始
6/4 大槌まちづくり人研修＠大槌・住田・女川
6/8 ポスタビ（公文国際学園）取材受け入れ
6/8 アクセンチュアローカルグッドヨコハマ取材
6/17 講演：ほっこり南砺miniほっこり塾
6/21 視察見学：東洋大3名
6/23 講師：泉区コミュニティカフェ講座
6/29 視察：小田原市15名
7/7 講師：泉区コミュニティカフェ講座
8/6 現場視察会（事業や活動）
8/18-19 港南台夏祭りヨーヨー釣り/ドリンク販売

8/25-27 大槌訪問（Tsubomi/チャリカフェコンサル）
8/28- 宇都宮大学木津さんインターン
8/28 現場視察会2018_02事業性
9/1 キャンドルナイトin港南台WS＠地区センター
9/17 サービスBボランティア説明会
9/26-10/2 タカシマヤハンドメイドマルシェ
9/27 コンサルティング＠めぐカフェ

港南台テント村
キャンドルナイト in 港南台

こもれびカフェ

カフェサロン

12 月　

13年目の
あゆみ

2017.10～2018.9

■その他、定例開催の活動・事業など
・もっと×２交流ステーション　（毎月第1金曜日）
・まちサロン（毎月第3金曜日）

ランチメニューに加え、地元いしだ園のお茶を使った抹茶ラテフロート
等スタッフ渾身のスイーツメニューが登場。
音楽通りのピアノや箏、ギターアンサンブル等、音楽鑑賞を楽しみに来
店されるお客様も増えました。
■貸切利用
時間外の貸しスペースは「リフォームセミナー」や「ビジネス交流会」等、
地元企業の方にご利用頂くようになりました。

●2018年9月15日（土）開催。
参加人数約1000人、賛同企業団体39団体、運営スタッフ43名、出展参加団体9団体
演奏協力者4名　使用たまごキャンドル1800個　キャンドル作りワークショップ2回
実行委員会8回　実行委員会参加者数延べ130人

●毎週月曜日開催 / 横浜市介護予防・生活支援補助事業（サービスB）として実施

たくさんの出会いやつながりが生まれる「港南台テント村」は、商店会が
約20 年前から開催。フリーマーケットや様々なイベントを行っています。
子どもたちが店長になってフリマを行う「キッズフリマ」や小箱ショップ
作家さんたちによるハンドメイドマルシェも好評でした。
■2017年10月28日（土）開催、台風のため中止
■2018年   5月26日（土）開催、出店数 92店（キッズ・マルシェ含む）
■会場：港南台中央公園　主催：港南台テント村実行委員会

もっと×２交流ステーション
誰もが気軽に訪れてゆるやかに交流できる場として開催し続けています。
参加者の半分は地域の常連の方、その他はたまに参加の方やはじめての方
というスタイルが定着してきました。毎回行われる自己紹介タイムも充実、
特にはじめての方のお話にはみんな興味津々。新しいつながりもたくさん
生まれました。
■開催日：毎月第1金曜日　19:00～21:00
■場所：港南台タウンカフェ

5回連続講座「協働でパワーアップ！私たちのまちづくり」
を開催。協働を意識しながらのまち歩きや施設見学を行った
ことにより、協働の考え方のプロセスを具体的に学べる講座
となりました。最後にグループごとに発表したまちづくりプ
ランでは、多世代の受講生による様々な意見やアイデアから、
課題解決につながるプランがうまれました。(17.12~18.2)
【委託元：横浜市栄区区政推進課】

事例：2017年度栄区地域づくりキャンバス

92 出店

111 回開催

まちサロン inCafe
13年目は2月の元気フォーラムを受けて、読書や
国際協力、自然保護などのテーマで活動していらっ
しゃる方々のお話が続き、それぞれの取り組みの
奥深さを感じるひとときとなりました。地域の商
店関係では「宝石の魅力」「食の安全」や「タカシ
マヤの35年」、異色なところでは「松田聖子を楽
しむ」など、興味深いテーマ満載でした。

■開催日：第3金曜日18:30～20:00
■場所：港南台タウンカフェ

小箱ショップ
店内の壁に並んだ小箱ショップには、技やセンスの光る作品が数多く飾
られ、毎月入れ替わりがあるものの、常時90人程の作家さんが出店して
います。今年度は作家さんらの発案で、にちようマルシェを初開催
(2018.03.25)。定休の日曜日に臨時オープンし、10名の作家さんが対面販
売を行い賑わいました。また9月に開催した港南台タカシマヤでのハン
ドメイドマルシェは、とても盛況でした。
■小箱スクエア
小箱ショップの作品を知ってもらうために、展示販売会やワークショッ
プ等を開催できる仕組みの小箱スクエア。作り手と直接お話しできる貴
重な機会でもあり、その人柄に触れてますますファンになってくださっ
ているように感じます。

実行委員会、卵の殻集め、キャンドル作り…と準備を重ねて迎えた当日
は朝から雨。夕方にはあがることを信じ、場所を縮小して開催すること
にしましたが、リコーダーの澄んだ音色やエコ宣言にみんなで耳を傾け
ながら一体感のあるキャンドルナイトとなりました。今回もたくさんの
ボランティアや賛同企業団体、地域の方々にご協力いただきました。

2018年10月よりシニア・大人のための交流サロンとしてスタートしまし
た。地域のボランティアゲストの方々のご協力により、歌声喫茶や健康
麻雀、ラフターヨガなどの多彩なプログラムを開催しています。

小箱ショップ稼働数　　982棚/年間
新規出店　　28人　　　述べ634人
小箱スクエア開催数　　170回/年間　　参加延べ人数577人

11 人の
ゲスト

港南台地域元気フォーラム
「まちをよくする50の活動に出会える日」
様々な活動が互いに知り合うことで、新たな連携
や助け合いが生まれることを目指して開催。プロ
フィールを書いたプラカードを首に下げて関心の
ある団体やテーマに分かれての話し合いで、新た
なイベントの構想や日常的な協力等のアイディア
が語られました。

■日時　2018年2月18日（日）　13：00～16：00
■場所　港南台ひの特別支援学校ホール

61 名
キッチンできて
トーストやスイーツも
新登場

vol.8 発行
港南台タウンカフェを運営するイータウンでは、コミュニティ
カフェやソーシャルビジネスの運営支援、講演・研修受託によ
るまちづくり応援事業や、地域団体・企業・行政などの広報誌
・webサイトなどのデザイン業務も行っています。

港南台タウンカフェでは、さまざまな地域活
動を行う団体の事務局機能を担っています。

【主な事例】栄区地域づくり大学校運営、宇都宮市や小田原市、岩手県大槌町
での講演やコンサル、ケアプラザや地区社協の広報誌デザイン、にしとも広場情
報誌デザイン、港南区ひまわりタネット管理、ソーシャルビジネス情報発信事業など

タウンカフェのまちづくり応援プロジェクト

●§ 横浜コミュニティカフェネットワーク
●§ くらしまちづくりネットワーク横浜
●§ まちづくりフォーラム港南
●§ 横浜港南台商店会

■まちづくり事業・デザイン事業 ■まちづくり事務局機能

273名
港南台地域情報マガジンふ～のん
まるごと1冊港南台の情報誌「ふ～のん」も9号を
迎えました。今回は、昨年中学生レポーターとして
参加した子が高校生となり、後輩たちのサポーター
として参加してくれた事が大きな成果でした。これ
は、港南台を愛する多世代で作る情報誌「ふ～のん」
のまさに醍醐味。とても嬉しいことでした。1000人
インタビューは273名まで到達です。
●中学生まちを支える仕事人レポート
港南台第一中学校2年生4名、サポーター5名で活動。
梅乃井コーヒー店店長   中島さん、赤い屋根保育園保
育士 進士先生を取材しました。記事は「ふ～のん
vol.9」に掲載されています。
■ふ～のん第9号発行　2018年10月15日　B５判20ページ
■発行部数　5,000部　　■配布協力店・施設　約100ヶ所

地域情報
マガジン
ふ～のん

カフェ
サロン

キャンドル
ナイト

in港南台

港南台
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もっと×２
交流

ステーション

まちサロン
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小箱ショップ
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ハンドメイド
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577名参加
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